
事業内容３.「誘う」「発信する」仕組み作りについて

【スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）】

（別添資料４）

株式会社 JTBコミュニケーションデザイン
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【実施目的】
キャンペーンを通じて、 SNSでスポーツツーリズムのコアファン（実施経験者・実施意向者）が主体的な情報発信を行い、「スポーツツーリズム」特定のハッ
シュタグ（＃スポーツツーリズム2018）のキーワードによってムーブメント創出を図る。

【実施期間】
2018年12月5日～2019年1月10日

【賞品】
・スポーツツーリズム賞：10,000円分（1名様）
・スマイル賞：5,000円分（2名様）
・グループ賞：5,000円分（2名様）

【展開】
・スポーツ庁HP トップページバナー掲載
・スポーツ庁公式SNSアカウントの投稿（Facebook、Twitter、Instagram）
・アウトドアツーリズム動画、武道ツーリズム動画のGoogle広告からのランディング
・各種サイトでのキャンペーン告知
・JTB公式SNSアカウントの投稿（Facebook）

■キャンペーン概要 スポーツツーリズムを広める枠組みづくり

スポーツツーリズムの
コアファン

（実施経験者）

潜在層 気に入ったものを
友人にシェア・発信する

シェア

いいね！

いいね！

シェア

自ら発信する枠組みをつくることで、
周囲に情報拡散が期待できるキャンペーンサイトにおいて、「エンジョイ！スポーツツーリズムキャンペーン」を実施

いたしました。キャンペーンでは情報発信手段として活用されているSNSを利用し
て、コアファン（実施経験者・実施意向者）が主体的に情報発信するきっかけ
となるようキャンペーンを実施した。
また、発信した情報が集約され“スポーツツーリズム・ムーブメント”創出になるよう
なプラットフォーム（サイト）を用意した。
応募者には、パソコンやスマートフォンからスポーツ庁のTwitterまたは
Instagram公式アカウントをフォローし、自身のスポーツツーリズムの写真を用意
いただきハッシュタグをつけて投稿していただいた。
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■数値報告

【サイト閲覧者数】
ページビュー数：20,965 ※詳細は6ページにて記載

【投稿数】
合計：422件
Twitter 39件
Instagram 383件

【フォロワー数】
Facebook フォロワー数:26,000人(※キャンペーン実施前+6,000人）
Twitter フォロワー数:4,967人(※キャンペーン実施前+604人）
Instagram フォロワー数:598人

Twitter画面 Instagram画面 キャンペーンサイト内投稿画面
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【当選者の投稿】
スポーツツーリズム賞（1名様）・・namuyuka

スマイル賞（2名様）・・haraky227、kawamasu

グループ賞（2名様）・・ko072001、niccha_n
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■キャンペーン専用ページ
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【閲覧者数】
ページビュー数：20,965

【集客チャネル】
ソーシャルメディアからの流入が一番多かった。動画プロモーションと同時期に実施し
たことで、「スポーツツーリズム」関連で広報の効果もあり、直接の流入も多かった。

【参照サイト】
アウトドアツーリズム動画、武道ツーリズム動画のGoogle広告からのランディングから
の流入が一番多かった。懸賞サイトでのプロモーションも実施したため、懸賞サイト
からの流入も見られた。

■サイト閲覧者属性

参照元メディア ユーザー 平均セッション時
間

１．YouTube 動画 8,153 12秒

２．直接のアクセス 7,379 15秒

３．スポーツ庁HP 570 37秒

４．懸賞サイト「チャンスイット」
https://www.chance.com/

324 8秒

５．Google Chromeアプリ 208 24秒

【年齢・性別】
18~34歳のユーザーの閲覧が多かった、男女差は男性が少し多い結果になった。

【インタレストカテゴリ】
スポーツ/個人競技/ランニング、ウォーキングのインタレストカテゴリに属する
ユーザーの閲覧が多かった。

※上位参照元メディア５つを記載

チャネル ユーザー 平均セッション時
間

１．Social 8,428 13秒

２．Direct 7,379 15秒

３．Referral 1,460 26秒

４．Organic Search 47 0秒
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■展開

【スポーツ庁HP トップページバナー掲載】 【スポーツ庁公式SNSアカウントの投稿】

Facebook投稿

Twitter投稿

Instagram投稿
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【アウトドアツーリズム動画、武道ツーリズム動画のGoogle広告からのランディング】

動画プロモーションのGoogleのインストリーム広告において、ランディングページ設定（LP設定）にて本キャンペーンサイトを設定した。
そのため多くのユーザーの流入につながった。
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●懸賞サイト プレゼント大王

https://www.present-daio.com/sp/category/domestic-travel/
12月11日掲載

https://www.chance.com/present/detail.jsp?id=525954
12月14日掲載

■展開

【各種サイトでのキャンペーン告知】 【JTB公式SNSアカウントの投稿（Facebook）】
JTB公式アカウントフォロワー数：221,765人

●懸賞サイト チャンスイット

https://www.present-daio.com/sp/category/domestic-travel/
https://www.chance.com/present/detail.jsp?id=525954
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■パネル制作概要

【目的】
スポーツ庁長官の等身大パネルを作成して、スポーツ庁関連イベントで活用し、スポーツ庁の認知度拡大、
スポーツツーリズムの機会創出につなげる。

【利用期間】
2018年9月下旬より

【展開】
・2018年9月 ツーリズムEXPOジャパン スポーツ庁ブース内
・2018年10月 スポーツ祭り2018
・2019年3月 スポーツエールカンパニー

シンポジウム

今後、サイクルEXPOやツーリズムEXPOジャパンで活用する。

制作された
等身大パネル

ツーリズムEXPOジャパン
スポーツ庁ブース
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■成果

・キャンペーンを通じて、投稿数422件一般の方からの情報発信を行っていただけたことで、投稿者以外に投稿者のフォロワーや投稿を見た方など広く、
「スポーツツーリズム」（＃スポーツツーリズム2018）が周知でき、ムーブメント創出を図ることが出来た。
・本事業だけに留まらず、今後も投稿した情報が検索されることで、継続的にスポーツツーリズム・ムーブメント創出に寄与していくと考えられる。
・応募条件にスポーツ庁公式SNSアカウントのフォローが条件になっているため、スポーツ庁公式SNSの認知拡大、及びフォロワー獲得につながった。
・Facebookではキャンペーン開始後フォロワー数が130%増加した。
・庁内のSNSアカウントや懸賞サイト、動画プロモーションのLP設定を活用し、告知プロモーション費を抑えながら、しっかりとターゲットへの告知・訴求を行うことが出来た。

■今後の課題

・実施期間が短かったために単発的に盛り上がりフォロワー数・投稿数は獲得できるが定着がしずらく、長期間の実施や定期的な実施も検討していく必要がある。
・関連企業や団体と連携していくことで、より大きなキャンペーンになり、結果ムーブメントの創出が図られる。


